
団体名
団体web
サイトURL http://rcf311.com/

申請事業の分類① ④災害支援事業

申請事業の分類② 「災害復旧・生活再建支援に向けたNPO等の各種団体の活動の推進」

申請事業の分類③ -

領域① ３）地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動 領域②

⑥  地域の働く場づくりの支援 ⑦

- - -

- -

領域③ ２）日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動 領域④

⑤  社会的孤立や差別の解消に向けた支援 ③

設立年月日
法人格取得年月日

団体概要

代表者名

代表者の役職

代表者名 2

代表者の役職 2

役員の人数

（その内）監事/監査役・会計参与の人数

置いている監事のうち公認会計士または税理士の人数

職員・従業員合計

常勤・有給・有期

常勤・有給・無期

常勤・無給(有期・無期)

非常勤・有給・有期

非常勤・有給・無期

非常勤・無給(有期・無期)

事務局体制の備考

決済責任者、経理担当者、通帳管理者のうち、決済責任者と通帳管理者が異なること

1.必要な会計帳簿が備えられている

2.業務別に区分経理ができる体制である

年間決算の監査を行っているか

1 前年度の助成件数 （件）

2 前年度の助成総額（円）

助成実績

①1団体（採択数は3団体。うち2団体は本年度より助成開始） ②60事業者 ③1団体 ④奨学生5名

①136万円（※総助成額は2.5年で約3,900万円予定） ②計1億円  ※事業者のクラウドファンディング実施の伴走支援によ
り事業者の資金合計1億円の資金調達を支援 ③2,000万円 ④1,600万円

助成事業の実績内容

8
●監査

②外部監査で実施

6
●資金管理体制

問題なし

7

●区分経理・帳簿

問題なし

問題なし

特になし

4

●役員

3人

0人

0人

5

●事務局職員

29人

以下、職員・従業員の内訳

11人

11人

0人

7人

0人

0人

2

●団体概要
弊団体は東日本大震災の復興支援をきっかけとして2011年に設立し、岩手県、福島県、宮城県の被災地域を中心に、コミュニティ再
建事業や事業者の産業の再生、人材採用や資金調達事業などを通じ復興支援を実施。通常では行政の支援がなかなか届かないソフト
面の支援を担いつつも、官民連携での復興支援を行ってきた実績がある他、その知見を活かして現在では多様な社会課題にアプローチ
する事業を展開している。
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●代表者情報
藤沢 烈

代表理事

-

-

社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援

申請事業概要

本事業は、過去の災害において災害救助法が適応になった地域を対象に、被災地域において中核的に復興を担う団体を育成するとともに、取組内容をモデル化することにより、今後の災害で展開可能な状態にし、自律的・持続的な
復興支援の仕組み構築を目指す。 現在、毎年のように大規模な災害が起きているが、行政の支援は住宅再建や設備復旧などハード面の支援が中心となっており、また民間支援も世間的な関心の高い緊急期や復旧期に集中し、復興期
は支援の狭間となりやすい状態が続いている。また、そのような背景から復興期の担い手がそもそも不足していることに加え、これまでの被災地では個々に復興が進められ地域内で完結してしまい、結果新たな被災地で知見やノウ
ハウが活用できない状態となっている。 そこで、本事業を通じて複数の被災地で被災者支援や事業者支援等生活再建事業のノウハウを持つ団体を育成し、中長期的な復興が可能な状態を目指すとともに、その成果要因や事業要素を
抽出し、モデル事業として発信することにより、新たな被災地において、復興に関心を持つ団体がそれを展開し、ノウハウがない中でも復興支援を進められる仕組みの構築を目指す。

団体組織情報

1
●設立・法人取得年月日

2011/9/27
2011/9/27

 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援

-

１）子ども及び若者の支援に係る活動

分野③ 分野④

副題 モデルの展開を通じた自律的な被災地での生活再建を目指す

優先すべき社会の諸課題選択科目

３）地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動

分野① 分野②

2020年度通常公募_団体情報シート

一般社団法人RCF
申請事業名

申請受付番号 2030
主題 複数被災地における復興支援モデル構築事業



システム入力
誓約 チェックあり

業務1.1の確認 チェックあり

業務1.2の確認 チェックあり

業務2の確認 チェックあり

業務3 該当なし
業務3の確認 チェックあり

同意 チェックあり個人情報保護に関する基本方針の同意

誓約確認等
欠格事由に関する誓約

業務に関する確認
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①2019年度休眠預金等活用事業（2019.11～現在）：台風15号・19号の被災地域で活動する3つの実行団体を伴走支援中。組織の基盤構築から、資金管理、事業活動についての伴走サポートを行っている。 ②復興庁
クラウドファンディング事業（2018.6?現在）：東北被災3県で生活再建を担うNPOや、被災事業者がクラウドファンディングを通じて資金調達を行う支援を実施。 ③PMJ宇和島支援プロジェクト(2019.1?現在）：
フィリップ モリス ジャパン社から受けた支援金をもとに、西日本豪雨で被害を受けた現地の団体の取組みに対して、資金計画策定・審査を行い、資金分配まで実施。 ④フォスターファミリー奨学助成金事務局(2018
年6月?現在）：フィリップ モリス ジャパン社が主催する里親家庭の子供の進学に向けた奨学制度の事務局を運営し、奨学生の選考から、奨学金の支払い、奨学生の交流会の企画・運営を実施。


